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 論文審査の結果の要旨
 岡崎暁洋提出の論文は,2原子分子CO及び3原子分子SO、について,それらの気相における高励起電
 子状態での解離過程に注目し,2波長2重共鳴レーザー分光法による分光計測を行って,前期解離によ
 って生成する原子の直接観測法を適用してそれらの解離機構を解明した結果を内容としたものである。
 CO分子は比較的存在量の多い星間分子として知られているが,真空紫外領域の電子状態や解離機構の
 詳細はあまり研究されていない。CO分子の真空紫外領域に観測されるRydberg状態を選択的に励起して,
 解離フラグメントであるC原子あるいはO'原子を共鳴イオン化法で直接観測することにより,解離経路
 の特定を行い,励起状態間の相互作用の解析から解離機構を明らかにした。特に,第一イオン化エネル
 ギーに収斂するns,nμnd,及びnfRydbelg状態について注目して,特に,nρ,nfRydberg状態について前期
 解離速度のparity依存性を初めて見出した。また,3d,4ρのπ状態について2つの解離経路が存在するこ
 とを初めて示し,解離生成原子のスピン状態を区別して観測する分光観測を行い,解離過程にスピン許
 容経路とスピン禁制経路が存在することを明らかにして,それらの相対解離速度の解析から,後者の経
 路の重要性を明らかにした。一方,nf状態についての前期解離速度のe/fparity依存性を詳しく調べて,e一
 成分はf一成分に比べて解離速度が速いことを示した。
 また,解離生成したC原子の内部状態分岐比を解析して,前期解離ダイナミクスの解析を行った。
 SO、分子の励起1重項電・子状態の一つであるC状態における無輻射過程に注目して,縮重4光波混合分光
 法を適用して相対蛍光量子収率を求め,無輻射速度の振動モード依存性を見いだした。さらに,解離生
 成した0原子の生成収率スペクトルを初めて観測して,その無輻射過程が前期解離に起因することを証
 明した。同時に,SO,分子の反対称伸縮振動が'前期解離を促進するモードであることを見いだして,前期
 解離速度は基底電子状態の高振動状態への内部転換速度が律速になっていることを示した。
 以上のように,剛II奇暁洋提出の論文は,CO分子及びSO、分子の電子・励起状態における動的過程の理解
 を深めることに寄与しており,同人が自立して研究活動を行うことに必要な高度の研究能力と学識を有
 することを示している。従って,岡崎暁洋提出の「専士論文は博士〔理学)の学位論文として合格と認め
 る。
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